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スターター チームＡ： ＃４，＃５，＃６，＃７，＃９ 

 チームＢ： ＃４，＃５，＃６，＃７，＃８ 

ディフェンス チームＡ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 

(試合開始時) チームＢ： □ マンツーマン  ■ ゾーン（       ） □ その他（        ） 

 

 第１ピリオド。両チームとも立ち上がりが堅く、開始から２分３０秒間無得点の状況が続く。先制は

能代南。＃８渡辺がフリースローを決める。さらに＃４牧野がドライブからのジャンプシュートを決め、

能代南が試合を優位に展開しようとする。対する大曲は、＃４青山と＃６遠田がインサイドを中心に攻

めるもシュートを決めることができない。残り３：００となったところで、＃９佐々木がジャンプシュ

ートを決め、大曲が初得点。その後大曲は、＃６遠田のリバウンドシュート、＃４青山のジャンプシュ

ートが連続で決まり、逆転に成功。大曲７－５能代南で第１ピリオド終了。 

第２ピリオド。開始早々に能代南は＃５工藤と＃４牧野が連続してジャンプシュートを決める。しか

し、大曲は＃４青山のリバウンドシュートや＃５山田の３Ｐシュートなどで得点を重ねていく。残り

４：４５、大曲１４－９能代南となったところで、能代南が前半１回目のタイムアウト。しかし、その

後も流れは変わらず、大曲が＃４青山のリバウンドシュートや＃７中村の３Ｐなどでリードを広げる。

能代南も、ピリオド終了間際に＃４牧野がバスケットカウントとフリースローを決め、踏ん張りを見せ

る。大曲２３－１４能代南で第２ピリオド終了。 

第３ピリオド。最初に流れをつかんだのは能代南。＃６大高のドライブや＃５工藤のミドルシュート

が続けて決まり、点差を縮める。しかし、大曲はディフェンスリバウンドからの速攻や、オフェンスリ

バウンドからのシュートを決め、リバウンドでの強さを見せる。残り１：０２、能代南＃６大高がバス

ケットカウントを決めたところで、大曲が後半１回目のタイムアウトを請求。その後は能代南が＃４牧

野がリバウンドシュート、＃５工藤がジャンプシュートを決め、点差を縮める。大曲３５－２８能代南

で第３ピリオド終了。 

第４ピリオド。能代南は＃４牧野がリバウンドシュート、＃５工藤がリバウンドからの速攻を決め、

一気に点差を縮める。大曲３７－３４能代南となったところで、大曲が後半２回目のタイムアウトを請

求。能代南はさらに＃５工藤がジャンプシュートを決め、１点差に詰め寄る。大曲も＃４青山がゴール

下シュートを決めるが、能代南は＃４牧野の活躍で、大曲３９－３９能代南とついに同点。さらに＃４

牧野が積極的に１対１を仕掛け、逆転に成功。その後も能代南のオフェンスが成功し、残り５１秒、能

代南４４－４１大曲となったところで、大曲が後半３回目のタイムアウトを請求。タイムアウト明けに

は、大曲＃４青山がポストプレイとフリースローを決める。大曲４４－４４能代南と同点になったとこ

ろで、第４ピリオド終了。 

オーバータイム。能代南は＃４牧野がジャンプシュートを続けて決める。大曲は＃９佐々木がミドル

シュートや速攻で対抗し、一進一退の展開となる。残り２７秒。能代南＃４牧野の得点で大曲４８－４

９能代南とする。大曲がタイムアウトを請求するが、タイムアウト明けは両チームともミスが続き、得

点には至らないが、終了間際に能代南＃４牧野が体勢を崩しながらシュートを決め、大曲４８－５１能

代南で試合終了。能代南が初優勝を成し遂げた。 


